
第 4章

システム利用環境

本章ではう開発した統計データ解析のプログラムをうユーザが利JJjするために構築した環境につい
て述べる.

4.1 操作インタフェース

4.1.1 操作システム概要

システム利用のためのインタフェースについては『ユーザが、[f~列 liftt機 1-- の統，ilデータ解析シ
ステムを遠隔地から利用可能にするという観点から l没iii-を行った. また‘システム全体に汎11j 't'l: 
を持たせるという I~j 的のためう凶Î!耐 i没 111- などには.JaYll を川い、サーバ・クライアント U\1の通いに
はHORBを用いることとした.更にう通伝[}与のセキュリティ確保の子段として出h(S(¥C1ll'(、Shdl)
を用いた.システムの概要をう図4.1に示す.1111ぅ操作インタフェースの開発は，筑波大学第:3''{:俳
工学システム学類の菊地洋亘氏の協力により行った.[26] 

4.1.2 開発環境

HORB 

HORBはJava用分散オブジェクト技術の一つであり..Jav礼の分散処月!への拡張として開発
されたものである. .J訂正Lの持つ特性から.HORBで芹かれたプログラムも II}コンパイル無しに
様々な環境で動作させることが出来る. その性能は.Jav礼JfJ分散オブジェクト技術のJ.f.1では最も

高くうソケット通信に匹敵するほどのパフォーマンスをぷす.[27](28] 

8sh 

おおhはネットワークを介して遠隔地のマシンにログインするプログラムで， 1・10広inぅ1・sh，rcpと

いったコマンドに代わるものとして開発された.強力なd2，jllEの提供と.ネットワーク 1:で通伝統
路のセキュリティの確保を行う.またぞ通信のためにH荷り・化したデータを 11な;)返するi療にうデータを

圧縮して送るので7通信時間の節約の効果もある.[29] 

4.1.3 実行例

実際の実行画面の例を図4.2.4.3に示す.図4.2は.起動時のクライアント側の GUI両面であ
る.図4.3はう統計解析処理を実行した後の画面でありうクライアントからデータファイルを送り，

実行結果のファイルを取り込んだ様子を示している.
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また.~システムを利 JJjして.取りt" A:.'}:(})端 kかん筑波大?のパソコシ・?ラスタヰ N.!IJjする実験
を fiぃ IE';~' に動作することを確必したよス/'，(こより.速楠地からの酬が嶋一った
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I'~IL 1: シスサム干IjllJf提岐槻吹

~arJ 

以I，1.2:インタブ J ースIlhjl{tI ( 1 )起勤時
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4.2 結果出力

.JPSlistJmpicluster N一一

charfile output.dat 

type iS (ullHna. 
例lltriヌ円 1iち・ち3

Sampl曹 175AfnTut野、ろ3
MPI日(dH主tarts
Done 
Now仁aku切れn司
000酔

尚PI_8c晶ststarts 
Oon昏ι
Now Clu事torinq
Oone. 
finish 

l叫.1.:):イシタゾー1 伽 a スI，hi1(11 (ゴ)'):1d長

結果のU¥})については.こ ιんも沿いJJt'tを与!事し ¥'H¥IL[:mj.;i・JIJ ¥ iて!日1~むを lJ:~)t:.

1・H¥ILとは.¥irtn川 Hc川lit ¥' ¥1り(11‘li11日 I. i11l日 11"押‘ななIt，~ './‘:~次 lじのグヲゾ f ノクをぷj!ßするた

めに7じめられたイ1:線で、ある.
¥ l~ ¥ILをJ1Jt.. )ることにより.3:.大広のグラブを姉(~ .そのグラゾ会1"1~lj， したり IÎIJ ~を変えること

が11]"能になり .:Lーザの.flH解をUJJ'tることカ¥fH米るようにな〆)t:..以ト l吋1.1.IズI.I.Gに初日IJ分析‘

政:s:イヒ.flH，i"i1 ~i. 数 ;I:: 化.flH ， i命 II ~í についてのグラブの IB}Jf刊をぶ寸.(:n 1 
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関 4.4:正準判別分析のグラフ表示例
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図 4.5:数量化理論I類での予測、実測値、誤差のグラフ表示例
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図 4.6: 数量化理論 II 類でのデータ散布図の炎iJ~例(外的変祉のアイテム・カテゴリ数が 4 の場
合)
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